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【今回の学校だよりも、電子媒体でのみの配信となります。児童用には教室に先生方が掲示していただいています。(._.)】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hp：https://www.city-iizuka.ed.jp/iizuka-higashi/   

ミラクル続きの６年生です。今日は曇空といっていたのに・・・・なんて強い運を持った子どもたちなのでし

ょうか。余計な言葉は必要ありません。私はただ、このシーズン。水とお友達になってほしい※と願っています。 

平野先生、安部先生、平井先生、宮本先生の声を受けて碁石拾いに盛り上がる児童の皆さんでした。 

安全を願って・・・ 

https://www.city-iizuka.ed.jp/iizuka-higashi/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

４月２６日（土曜日）の学習参観の日に保護者のみなさんと土をつくり、鉢に種をまきましたね。十日ほどで芽が出て、双葉が生え、本葉が生

え、つるが伸びて、つぼみがふくらみ今日で５３日がたちました。ひとあし先に２年生の皆さんのトマトの花が咲いたり、４年

生の皆さんのゴーヤの花が咲いたりしましたが、１年生の皆さんの朝顔の花は「マイペースでいいんだよ」とお話してくれるよ

うに咲いていました。一人ひとり、一鉢一鉢、１つ１つ夢をかなえるように咲いていくのではないでしょうか。１年生の皆さん

おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～私は何になろうか どんな色がいいかな 咲かせに行くよ 内なる花よ ～ ♪           ｂｙ   作詞・作曲 Kaze Fujii  【 花 】 ♬            

※私がその昔、長期派遣研修員（福岡県体育研究所）にいかせていただいた時にたびたびアクシオン福岡にこられていた、筑波大学名誉教授であられた高橋健夫先生（故人）に懇親会の折に勇気をもって次のような質問をいたしま

した。「泳ぎの苦手意識をもっている児童に対する授業のオリエンテーションで語る言葉は何でしょうか？」と・・・。すると健夫先生は、「松尾先生。こう伝えなさい。『みなさんは、泳ぎがきらいと思っているかもしれませんが、

それは思い込みなのですよ。だって、あなたたちは、お母さんのおなかの中の羊水（ようすい）という水のような体液の中で１０か月もリラックスして泳いでいたのですから。もし、嘘だと思ったら、苦手だなと思っているお友達

はプールで先生としてもいいけど、まず、お風呂の中でいいからとくにやってみてほしいのは、力を入れてひざを抱えて浮いてみてごらん？沈むはずです。では、今度は力を抜いてダラーとして浮いてみてごらんなさい。浮くでし

ょ。ね。だから、プールではかたの力を抜いてあごをひいてバディのお友達に後ろから頭を支えてもらってひらひらとクラゲとかちょうちょうのようにあおむけで浮く練習からしてみるといいですよ。』」と、そうおっしゃいました。 

私は、次の年に１年間の研修を終えシンクロナイズドスイミング（今のアーティスティックスイミング）の研究授業を福岡県教育庁の推薦を受け 

筑豊地区の体育の教員約１２０名程度を集めてさせていただきました。音楽に合わせ、力を抜き、楽しそうに水と戯れる子ども達を今も鮮明に覚えて 

います。学校をかわって夏が来て、またシンクロ（現アーティスティックスイミング）を通して泳力や泳法を学ばせようとしていましたら、上司 

から、「音楽をかけたら近所にもうるさいし、研究の記録といいながらプールでビデオを回すはこのご時世だからやめてくれないか」といわれて 

からその実践をやむなく永遠に封印した苦い思い出もいっしょによみがえってしまいました。（今思いますと「こんな成果があります。体育の形 

成的授業評価法を根拠にやるのです。」ただ「泳ぎなさい」では子どもに学習意欲は湧きません。シンクロをさせてください。」という上司につた 

える勇気がなかったと反省しています。（水球指導に変更しました。）勇気があれば…。私は、「教育は愛」という言葉を教えてくださった高橋先生にこの時期が来ると申し訳 

なく思うのです。でも、今日のやる気みなぎる６年生の皆さんや担任の先生方の情熱ある関わり方をみていましたら、もし、今後、後輩教員が、 

どんな教科でもやりたい実践の相談を受けたら、子どもさんのためになり、学習効果が期待できるのであれば、教師のキャリアを育成することも 

含め、チャレンジしたら？校長先生に掛け合いますよ。という覚悟にかわりました。(._.)） 

 子ども達が、プールでの体育の授業実践をきっかけに友情を育み、勇気をもって海や屋内・屋外プールに足を運び、生涯にわたってスイミングを楽しむ「ひと」、勇気をもって指導する「ひと」勇気をもって競技にチャレンジする

「ひと」になってほしいな。と高橋先生の「お母さんの羊水で１０か月も泳いでいたのだよ。」の言葉をかけていこうと思いつつ、そういう意味で「力を抜いて水とお友達になってほしいですね。」と書いたのであります。 

 


